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イスラエル オリーマンダリンが好調 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２３年４月４日 

オリーマンダリンはグレープフルーツやオレンジに比べて好調 

プラネット・イスラエル（Planet Israel）社のベツァレル・オハナ輸出部長は、今シーズンはオリーマンダリン

（Orri Mandarin）がかなり好調だと言い、「当初は傾向が様々であったため、不確実な状態でシーズンが始ま

った。世界中の干ばつと熱波により世界的な柑橘類の不足が予想された一方、経済的な問題により市場が

望ましい需要を獲得できるかどうかについて懸念があった。今までのところ、オリーマンダリンは、グレープフ

ルーツやオレンジなどの他の果実と異なり大変良好で満足している」と述べた。（以下「 」は同氏の発言） 

 
同社が有利であった点の１つは、今年は米ドルとユーロに対して現地通貨で受け取った金額が増えたこと

だとオハナ氏は説明する。「オリーの需要は旺盛であったし、シーズン序盤を初めとして価格が大変良かった。

為替の観点から「追い風」があった。強い米ドルとユーロに対する国内通貨（新イスラエルシェケル）の安値に

より、外貨収入に対する国内通貨の金額は多くなった。２月末までのイスラエルからの輸出量は前年比約８％

増の約３６,０００トンであった。まだ十分な需要があり、４月末までオリーマンダリンを輸出する。」 

同氏は一方、ヨーロッパと米国への輸送費は非常に多くかかると言う。「弊社の主要な市場はフランス、イタ

リア、オランダ、カナダ、米国である。一般的に、ヨーロッパの卸売価格は２.００ユーロ/ｋｇを超え、北米では 

２.８０米ドルを超えていた。北米への販売は、輸送費が非常に高いため困難であった。カナダのハリファック

ス港まで海路で送り、ハリファックスからトロントまで列車で陸送した場合、約１５,０００米ドルかかった。米国の

ニューヨークに発送するのには約１２,０００米ドルかかった。」 

しかし、どんなに費用がかかっても、北米のオリーマンダリンの取引先は喜んで支払った。オハナ氏は、そ

れは需要の強さを証明していると言う。「米国への輸出では輸送中に冷却処理を施す必要があり、これはより

高い水準の規制とより高い輸送コストを意味する。それでも、市場での堅調な需要のおかげで、市場と取引

先はこれらのコストを支払うことをいとわなかった。弊社は１月と２月に、はるかに高い費用をかけてオリーマン

ダリンを空輸でカナダに送った。それは需要の強さを示した。今シーズンは全般的に物流の問題はなかった

が、出荷の最盛期には、フランス行きの船に荷を積む隙間を見つけるのに苦労した。ヨーロッパへの輸送コ

ストは、従来よりも約１０〜２０％高く、４０フィートの冷蔵コンテナで約３千ユーロであった。」（一部省略しました。） 

著者: ニックピーターズ 

イスラエルからの柑橘類輸出（2月末まで） 


